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講できる VOD 型フル e ラーニング（本学ではネット授業と称している）を展開してきた
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高スペックの PC（CPU：Core 2 Duo T7500（2.2GHz）、メモリ：4GB、HDD:160GB）
を用意した。また、クリエート用ソフトウェアには、世界中でよく用いられているコンテ
ンツ制作統合ソフトウェアの Adobe Master Collection CS3 を用いた。このソフトウェア

























表 2 パソコンのスペックとソフトウェア 
Shade 93DCG
Adobe Flash CS3 Professionalwebアニメーション
Adobe Dreamweaver CS3webデザイン・開発
Adobe After Effects CS3モーショングラフィックス
Adobe Premiere Pro CS3映像編集
Adobe Photoshop CS3画像加工
Adobe Illustrator CS3ベクトルグラフィックス








Core 2 Duo T7500（2.2GHz）CPU
(a) 演習用ノートPC
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2.4 LMS の利用 
本学のネット授業では、学習管理シ
ステム（LMS、 Learning Manage- 
ment System）として、世界中でよ
く利用されている Moodle（Modular 
Object-Oriented Dynamic Learning 
Environment）を利用している 8)。

















図 1 コースの画面 
 
図 2 受講者募集ポスター（第１期生 B 班）
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したが、PC は 15 台しか用意できなかっ
たので、A 班と B 班の２つの班に分けて
実施した。受講者募集は、ホームページ
の他、ポスター、配布ビラ、さらに新聞
や TV などのマスコミでも行った。B 班の 15 名を募集したときのポスターを図２に示す。 
平成 19 年 10 月に、第 1 期生 A 班の 15 名を募集した。18 名応募があり、審査の上 15









プログラムは、表 1 のコースと科目を表４に示すように実施した。A 班は平成 19 年 11
月から、B 班は平成 20 年 6 月から実施した。授業は、原則として週 2 回の通常授業（1
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て提出することとした。以下に、コースⅠ、Ⅱ、及びⅢの実施状況について簡単に述べる。 
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ルアップに資することができた。 
 
4.1.2  コースⅡ 
(1) Web ページ作成ソフトウェア（Dreamweaver）の使い方を学びながら、Web ページ
























4.1.3  コースⅢ 
コースⅢでは、コース 1 とⅡのスキルを利用して(A) ツーリズムコンテンツ（佐賀の地
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域観光資源論）か、(B) デジタルアーカイブス（佐賀の地域文化・産業資源論）の講義等
で知識を得ながら、実習でコンテンツ制作を行った。 
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平成 20 年 4 月以降に 120 時間以上履
修しなければならなくなった。幸いに





もあったが、平成 21 年 3 月 14 日、晴











大学教育年報 第 6 号 2010 年 3 月 





































0% 20% 40% 60% 80% 100%
コース１
コース２
充実していた 普通 物足りなかった  
(b)  
 図 5 コースⅠ・コースⅡのアンケート結果 













図 6 コースⅢのアンケート結果 
 
大学教育年報 第 6 号 2010 年 3 月 







5.1 平成 20 年度のプログラムの問題点 
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デオ収録し、それを元にパワーポイントと同期させて VOD 型 e ラーニングの授業を制作


















図 7 e ラーニング画面の例 
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2) 履修証明を行うには 120 時間以上が必要である。本プログラムでは 9～14 ヶ月の期間
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